
改善計画

7月 1月末

○授業改善による学力の
定着・向上

・発問の精選
　①主要発問の設定
　②簡潔な問い
　③多様な考えを出させる問い

・協働的な学びの場の設定

○国・算の単元末平均点
　　低学年９０点以上
　　中学年８５点以上
　　高学年８０点以上

〇発問（３観点）について，「意識
して授業を行っている」と答える教
師の割合
　４段階評価で３段階以上　８５％以上

○「授業が分かる」と答える児童の
割合
　授業に関する児童アンケート　８５％
以上

90点
85点
８0点

85％

85％

91点
90点
87点

100%

97%

９４点
８８点
８５点

１００％

９６％

10４％
10４％
10６％

118％

11３％

A

A

A

○国語・算数の単元末テスト平均点は，低中高いずれ
も達成度100％を上回ったことから，継続して学力
を概ね定着させることはできたと捉えている。単元末
テストの結果と共に，学力テスト等の課題を基に，日
頃の授業や復習に力を入れてきた。学年の最後まで，
復習を丁寧に行いさらなる定着を図っていきたい。
○発問についての教師アンケートは，今回も，全教師
が４段階評価で３段階以上と答え，達成度１００％を
上回ることができた。毎月の確認が教師自身の意識付
けにもなったと考える。発問は授業の基本と捉え今後
も取組を続ける。
○授業に関する児童アンケートでは，達成度１００％
を上回り，今回も多くの児童にとって分かりやすい授
業を展開することができたと捉えている。年度末まで
取組を続け，全ての児童が「分かる」といえる授業づ
くりを目指す。

○生活科・総合的な学習
の時間の各単元でつけた
い力（資質・能力）の明
確化

・ふりかえりシートの活用

○つけたい力（６項目）の振り返り
シートで，「力がついた」と答える
児童の割合
　４段階評価で３段階以上　８５％以上
　（学期末）

85% 96% 95% 112% A

○御調中学校区におけるつけたい力（知識技能，表現
力，主体性）について各2項目ずつ児童アンケートを
実施し，全項目肯定的評価が90%以上で肯定的評価
平均が95%となり，今回も達成度１００％を上回っ
た。2学期以降の授業でも付けたい力を意識した授業
を実施してきたが，年度末まで達成度１００％を目指
して取り組んでいく。

○学級や学校内で役割
を持たせ, 協働して活動
する機会の設定
・１～３年　係活動等
・４年　　　委員会活動等
・５～６年　委員会クラブ活動,
　　　　　　縦割り活動, 学校行事等

○自分の活動がみんなの生活に役
立っていると実感できる児童の割
合
　肯定的評価90％以上

90% 94% 92% 102% A

〇自分の活動がみんなの生活に役立っていると実感で
きる児童の肯定的評価は，達成度１００％を上回り，
多くの児童が自己有用感をもつことができた。全体と
しては年間を通して高い状態が維持できている。しか
し，そのような実感をもちにくい児童も一部いる。ど
の児童も自己有用感が得られるよう，支持的風土のあ
る学級経営を素地とし，個に応じた指導・支援や，肯
定的な評価・価値付けを一層工夫していく。
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目標達成のための方策が分か
りやすい。学年ごとの取組が
はっきりしており、児童も振
り返りしやすい。
個に応じて今後も指導・支援
をしてほしい。
自己解決できる子、自己肯定
力のある子を育ててほしいけ
ど、他人も思いやることので
きることも合わせて指導して
ほしい。（自分が嫌なことは
他人も嫌といいうこと等）
声の小さい子や少数の声を聞
いてほしい。

児童は，自分の行動を振り返ると
きに他の児童と比べて秀でている
かどうかで，考えがちである。し
かし，個人内で前よりも改善し
た，チャレンジした，努力できた
などの視点で振り返ることも非常
に大切である。そのために，担任
は「できた，うまくいった」場面
以外の，目立たない部分をより意
識的に価値付け・認める声かけを
していく。各学年の取組で効果的
だったものを共有する機会も作っ
ていく。

○体育の授業や体育集
会，外遊び等で運動に
親しむ態度の育成

○「みんなと関わりながら運動す
ることが楽しい」と答える児童の
割合
　肯定的評価90％以上

90% 99% 98% 109% A

〇児童アンケートでは，９８％の児童が「みんなと関
わりながら運動することが楽しい」と回答した。体育
の授業や体育集会における，同学年や他学年の友達と
関わりながら運動する場の設定，体育委員を中心に休
憩時間の外遊びを促す放送をしたことや，マラソン大
会に向けて他学年と練習したり，大会当日，他学年か
らの励ましを受けたことがアンケート結果につながっ
たと考える。来年度も児童が意欲的に取り組めるよう
工夫していく。
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他学年との関わりがもてるよう
に運動の場が設定してあり、子
供たちも楽しく伸びっていった
のでしょう。
体育集会が効果を上げている。
マラソン大会を学年ブロックで
応援することが多くの児童と関
わりながら取り組めて成果と
なっている。
「楽しい＝運動」となる様に取
り組んでほしい。
実感をもちにくい児童をまわり
が引っ張ってあげられるようサ
ポートしてあげてほしい。全体
的に高水準ですばらしい。

今年度は、体育の授業,体育集
会,マラソン大会などたくさん
他学年との関わりがもてる運動
の場を設定したことがアンケー
トの結果につながったと考え
る。今後は、体育の授業や体育
集会における，同学年や他学年
の友達と関わりながら運動する
場の設定をするだけでなく、児
童が「楽しい＝運動」となる様
に活動内容をより工夫していく
必要がある。

　

令和5年度　学校評価表
学校教育目標   確かな力で未来を拓く教育の創造

a ミッション
地域の教育力を生かした
御調プライドを醸成する教育の推進

ａビジョン
　夢ひろがる地域の学校
　　　・明日も行きたい学校　・会いたい友達や先生　・受けたい授業

尾道市立御調西小学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価

b 中期経営目標 c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標
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j 結果と課題の説明

k 二次評価

l コメント

地
域
と
共
に
歩
む
学
校

ふるさと
御調に愛
着を持
ち，未来
の担い手
となる児
童の育成

地域からの学
びを自分の生
き方とつなげ
る児童の育成

確
か
な
学
力
の
育
成

未来につ
ながる基
礎的な学
力の育成

基礎学力の定
着

地域の方々も子供たちと関わ
ることを喜び、子供や保護者
も地域の良さを見い出すこと
ができているように思う。
地域と関わり合う活動をたく
さん実施されることで、地域
保護者の関心が学校へと向
かっている。
地域とのつながりの中で学習
が十分行われていて、すばら
しいと思う。
今後は地域の方々を招いて助
けてもらう機会を増やしてい
きたい。
地域行事（盆踊り）にも参加
してほしい。
本当に地域との関わりが多く
素敵だなと思う。中央小とも
交流ができたらいい。
御調地域とのつながりをてが
かりに、自分の生き方を考え
る児童を育成してほしい。
保護者、児童が地域と一体と
なって活動できているのがよ
く分かる。

日頃の授業を大切にし
ながら児童に学力をつ
けていることがよく分
かる。全教師で毎月確
認する取組はすばらし
い。
発問の意図が分かる授
業や児童の聞く力が付
いている授業が参観し
て良く分かった。伝え
合う授業をこれからも
続けてほしい。
発問を意識しながら分
かりやすい授業が行わ
れていると思う。
少人数指導の良さを生
かした取組をお願いし
たい。人間力も学力も
しっかり付けてやって
ほしい。
基礎学力の定着（九九
等）を図ってほしい。
指導する教師側と児童
がよいバランスで取り
組めている。

「分かる授業づくり」を大切に
し，きめ細やかな学習指導，児
童同士が教え合ったり協働的に
課題解決したりするかかわり学
習を日常的に行い，基礎学力の
定着・向上を図る。生き生きタ
イムや復習の時間には，自分で
課題を選択し取り組む場も設定
し，学習意欲の向上，学習を調
整する力もつけていく。
「教室は間違えるところ」とい
う意識を共有し，分からないこ
とは「分からない」と言える学
級経営を行う。
基礎計算力や文字の読み書き
は，当該学年で身に付けられる
よう，小規模校のよさを生かし
丁寧に，根気強く指導にあた
る。
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か
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人とのつ
ながり，
関わりを
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し，健康
的に生き
ていく力
の育成

自己有用感の向
上

〇1年間，地域の方々の協力を得て，生活科や総合的
な学習の時間,行事を充実させることができた。その
結果，児童アンケートでは，１００％の児童が「地域
が好き」と回答し，目標値・達成度を上回った。地域
の方々のおかげで全児童が地域に愛情を持つことがで
きている。今後も地域の方々とのかかわりを大切にし
た教育活動をブラッシュアップさせ行っていく。

○地域を生かした教育活動については，全保護者が肯
定的回答をくださった。ご意見を基に，地域とかかわ
る行事や学習活動の質の向上を図り，より付けたい力
に即した活動を充実させていく。
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今年度も地域の方々のご協力に
より，地域を生かした学習や行
事を，年間通じて行うことがで
きた。中学校区で設定している
身に付けさせたい資質・能力を
踏まえ，行事や学習をさらにブ
ラッシュアップさせていく。
コミュニティ・スクールとし
て，校外学習だけではなく，地
域人材を活用した学習も充実も
させる。地域コーディネーター
と連携し，教科や総合的な学習
の時間，行事等で活用を図れる
GTのリストアップを進める。

【取組評価】　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０ 【外部評価】　　イ：自己評価は適正である。
                     ロ：自己評価は適正でない。
                     ハ：わからない。
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〇地域のよさを生かし，
地域への愛情を育む教育
活動の充実

・地域のよさを生かした学習の
充実
・積極的に情報発信（通信や
H.P，公共施設等との連携）

〇つけたい力の振り返りシート
で，「地域が好き」と答える児童
の割合　９５％以上
（学期末）
　
〇保護者アンケートで「地域のよ
さを生かした学習や行事を行って
いる」と答える保護者の割合　９
５％以上
（学期末）

95％

95％

様式1


